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富小路横手百百

鈴木美江子　選

父と娘と争へば長さ夜となり明るさ卓に貨幣が光る

『未明のしらべ』

ひそとき

女にて生まざることも罪の如し秘かにものの種乾-季

きづな

ほのぼのと愛もつ時に驚きて別れきつ何も絆となるな生るべき稚魚のいくつをかなしめは眼ふとつむりイクラを噛みき裏へてやさしき父と火に寄りてはにかむ如し共にもだせば夕の部屋に着物ぬぎおきて書き出だすこの衝迫を幾日待ちゐし斜陽族故に役にたたずといはれじと歯がみきりきり職に堰へ来し

なで

ポケットにキリストの像常にあり所在なき時吾は撫てをりぬかるみに俵駿かんといふ父の声やはらかLRの射す方に

濯ぎあげし白き肌着を軒に掛-身に触るるものを月に潔めて

ひとり

ビルの間の欲き蒼空遠くしてふり仰ぐ吾をまた孤狐にす

わか

おどろきて愛うげをりし稚さ日の吾を危しと今は思はず

かへやさ

買ひ持てる卵は鵬すすべなきに心差し-いたはりてゆ-

らん

処女にて身に深く持つ浄き卵秋の口吾の心熱-すぶらんこにゆれつつ吾も光りゐん月は林へ入りて冷たし

うしなつよ

ぎりぎりにみな裏ひし冬木原一途に動き枝ばかりなり

/ヽら

ビルの廓をまぶたおとして運ばれし山鳥一羽今日を巽-す

あらあか

かんかんと音立つほどに凍る日々疎さ樹林は-まな-明し



花のごと-開-い-ひら酢の中に牡蛎死なしめて一人の夕餉

てこ

ひび荒れし掌にちきっちようと鼓を打てど貧しき音は必ず出すな白磁色の烏賊投げ出されゐる厨茫々として死後の安らぎ

くら

火の上にみじろぐ魚の晴々とむなしき日より白き塩垂る未婚の吾の夫のにあらずや海に向き白き墓碑ありて薄日あたれる夜半開-冷蔵庫の中一本のけものの白き乳凍りゐつ秋の来ていよいよ暗き腹腔にしらすの背き日を食み落す
一心に釘打つ吾を後より見るなかれ背は暗さのつべらぼう一握りの塩放ちたる冬の水句はぬ海へ牡蛎帰りゆく

あけ

乳房重り暁の渚をゆ-けものありのままなる姿過ぎゆく山深-けものの死闘果てにけり澄みし流れは岩肌を落つ

『透明界』

しやう

眠りより覚めしはじめに一本の鍵見えて今日の生をうながす

とき

風嫌の季めぐり来し森の中待ちて遂げゆくものはやさしも

.とり

森深くふと空ありて顕つ木小屋鶏はひそかに生みてゐたりき金色の樺そよぎて人界に言葉疎かりし夕べありにき

ひ

海山の死霊行き合ふ峠路に月が明かせる速さ氷の湖

造成の進みゆく街禽獣の死霊は捷-来て住まんとす望月のひかり凝りし革の道足白々と姥は分けゆく

よみ

闇の夜の森の奥処に白炎を上ぐる辛夷があかす黄泉の通バラ色の肉塊を切る　うとましきよろこびを女は寒さ夜更にかがやきて車入り来し街空を今凶微の烏渡りをり

つち

花鉢の底にとどきし根が探る無量無限の地のまぼろし

かげにはか

ガラス器を積みたる棚に日光射し今週なる錯乱は-る

ほそか《け

暁の窓に立ちたる乳の瓶光源として繊き光射す母胎より彼岸に到るここの通いましばら-の緋なる夕映

"ど

葬りする露地に霧湧き前をゆく人は盗られて声なく消えぬ網棚に緋の花束を彊きしまま空車一掬夜行軍は曳く郵袋は引きずられゆき運はるる人の言葉のいかにも重しをとめごとしつき処女子が姥になりゆ-歳月に超えし氷の川摘みし緋の花

こ

蝕ばてて童もねむりたり月光に押し流さるるごときわが街山腹を埋むる花に浮き沈み柩を昇きて村人はゆ-

をみな

怨念のしたたる朱にざ-ろ咲き女は一人棲む門間す

『柘棺の宿』
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かげ

雪止みし厨は月の光となり解脱とげたる一束の数滴

ふかみどりかりがね

抱擁をしらざる胸の深碧ただ一連に雁わたる耳立つる白馬は天の声聴-や人の世はふと音失せて雪毒少し秘め合ふことも生きやす-彼岸花人里近-自生す

じねん

落鮎を食めば見えくる生みて死す自然を棲ませ激つ浅水

ひとよ

しばしの問地上をはしる電車より見し蔓珠沙華一生のごとし一輪の朱をのこして実となりし柘櫛の闇を雷照らし過ぐ

『花をうつ雷』

牡丹花の沈める闇にかそかなる罪過を帯びて現身ねむる

くれなゐじぬん

月光に紅こぼす萩の檻棲自然を曝す姥となりたし火傷せし指にしばら-流す水月の光をかそかにさぞふ生死も離合もありて身の樫に積む塵泥に己ぬ-もる

かなナ

ほのぼのと過ぎたる人の愛しさに似て辻の灯の昼を瀞のこる剣型の葉が切り割きし問に浮-いちはつの白　大地抒情す

つきひとよ

黄金なす並木も走り来し人も月光の幻一生まぼろし
一人づつ曲りゆきたる露地の問いづれさりげなさ死の淵が待つ

苦しみの噴き出づるごと桜咲く夜をやみがだくわれは擬ふ

白芥子の茎をふるはす昼の雷一生を賭けし鼓を置きて逝-

たわほかた

霜月の峠のくれなゐ燃えつきてこの世の外へ掲翔ちゆ-喉ぽとけあまた漂ふ夕映の街　声滑れて人は逝きけり明日のため燃ゆる入日に真向ひて破璃棚に銀の牝馬樺立つ

さるすべり

原爆忌おだやかに過ぎ列島に鮮血のごと湧-百日紅

かたへひとひら

死期迫る孝の傍にほの温さ餅一片をひそと人食む稲妻がたまゆら発く蓄蔵の垣･とりかぶと･人の秘す輔と毒

はちすだ

腺寵数多もてるおどろの実を鰭び月夜風の夜蓮田冷ゆる白き萩白さるすべり月光に日独妖猫わが庭をゆ-

あはひ

人の語に漬されし死か開きたる辞書の間に乾-虫骸

ひとよ

己が手に寸劇の幕幾度も引くごと-して一生過ぎゆ-

いきどほ

白桃は汁淋潤たり憤りか-流し吾は宅に入りゆ-銀の光放つ遭愛のペン走り夜半の白紙に湧-死者の声面の内の問より呼べばふりかへる吾の心よ誰にも見えぬ抜きすてしままのあぢさゐ月明に藍まだ施せぬ花首もたぐ
あだしのすどほひおもて

化野へゆく冬の坂入も吾も命素通しに見ゆる日面

『吹雪の舞』
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すゑ

鬼の裔なれば兄弟夫子なしと思ひはじめしわが身の軽し鎖切り逃れしけもの野末まで真一文字の光が駈-る絶間なく漕がれ続けてきしみ鳴る日韓といふ脆さぶらんこ激動の昭和を送る速空に死霊を負ひて去らぬ鳥たち雪多き昭和初年も暖冬に明けし平成も底に危機もつ

て

夢の中に握りるたるは昭和の掌大き傷跡残れど湿しダリの遠景の細密写実の大群の要に速-の吾の日常ネックレスの真珠散りしは小変事なれど隣国の乱の夜なれば阿修羅像に蹴立てをれば己が髪逆立つほどの歌は詠みたし

『不穏の華』

つ

黒さ猫いざなふままに従さゆ-に通夜の灯りの行き止り道

はな

不和､不安､不倫息づく家々の問を桜埋め熱を病む街黒衣の吾は出棺を待ち欝額園に黒蝶ねらふ漆黒の猫

･一ノ

未熟なる実が毒かくすとふ芥子畑その怪し畑に花散りそめし

ひとひらいか

泥眼は女盛りの気迫もつ一片の憤りはもちて老いたし

よ

白木蓮､白雪､白飯､白き綿､わが生のけぢめけぢめにすわる

すいやくつむとぼ

夜半清冷の水薬を日にしたたらせ瞑れば杏き氷原がみゆ現世に戌をもてば凝る黒さ影日本軍閥'ナチスに鶉核を持つ地球のどこかに咲き閲-る芥子畑不穏なれど麗し

歌の表記･ふりがなは原則として歌集に準拠しています｡

大正十五年､富小路家の一人子としてこの世に生をうけた

禎子は､戦中戦後の歴史の大きなうねりの中で少女期を過ごした｡なかでも戦後､華族制度が廃止されたことは､子爵であった富小路家の生活環境を一変させてしまう｡戦中に母を失い､戦後の一時期､年老いた父を物心両面で支えながら､歌を詠み続けてきた｡『未明のしらべ』　でのデビューは､若い一人の女性が困難な状況の中で綴った魂の記録として､また､清澄な詩的精神の

ざくろ

故に､多-の支持を得た｡『柘櫛の宿』以降､独自の歌のスタイルはより鮮明になっている｡最新作『不穏の華』　で､第

ちょ,つく､つ

三十一回逼空賞を得た｡事物の表層に隠されている闇の部分を掘り起こしスポットを当てて歌ってい-のか､富小路短歌の特色といえる｡長-親しみ､自ら舞台に立つこともある能の影響も'大きい｡生きるものの永遠のテーマ　｢生と死｣をご-初期の頃から自覚的に詠み続け､今日に至っている｡

鈴木美江子(すずき･みえこ　｢沃野｣同人)
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